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ノロウイルス 
ノロウイルスは、牡蠣やしじみ、あさり、

ホタテ等の二枚貝の消化管に潜んでい

て、食べた人の腸内で増えます。微量の

菌でも感染し、１～２日の潜伏期間を置

いて、悪寒、発熱、下痢、嘔吐、腹痛な

どの症状が出ます。特に牡蠣は消化管を

含めて生で食べることが多いので、発症

の可能性が高くなります。症状が出たら、

すぐ医師にかかりましょう。症状が治ま

っても２～３週間は便の中にウイルスが

出ることがあります。二次感染をしない

よう、十分な注意が必要です。 

下痢の症状があれば、入浴は一番最後に

するか、シャワーだけにしたほうがよい

でしょう。食事は油物を避け、野菜スー

プや味噌汁などの温かい物を薄味にして

出しましょう。また、りんごやにんじん

には整腸作用があるので、りんごのすり

おろしを与えたり、にんじんをおかゆに

混ぜたりして調理するのもお勧めです。

毎日の予防には、調理前の十分な手洗い

はもちろん、調理器具を塩素系の漂白剤

に浸けたり、熱湯をかけて消毒をしたり、

食品を熱湯で１分以上加熱したりするこ

とが効果的です。 

冬に流行る主な感染症として、インフルエンザや胃腸炎（ロタ、アデノ、ノロウイルス）、RS ウイ

ルス感染症があります。これらの感染症がなぜ冬に流行るかは、冬の寒さや乾燥が関係しています。 

ウイルスは低温・低湿度を好むため、夏より冬の方が⾧く生存できるのです。 
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